
令和6年度⼤洗町地域おこし協⼒隊 
活 動 報 告 書
まちづくり推進課 地域おこし協⼒隊｜萬⾥⼩路 忠昭



2

Profile
萬⾥⼩路 忠昭｜Tadaaki Madenokoji

⽣まれ：東京都⼋王⼦市｜育ち：茨城県⽜久市 

住まい：神奈川県茅ヶ崎市＆茨城県⼤洗町（⼆地域居住） 

趣 味：読書と散歩｜得意：整理と収納 

MBTI  ：INTJ（建築家）

2010年3⽉ 法政⼤学 法学部国際政治学科 卒業 

2010年4⽉ ゼビオ株式会社 新卒⼊社 

2015年4⽉ デジタルハリウッド⼤学院 ⼊学 

2016年3⽉ デジタルハリウッド⼤学院 修⼠課程修了 

2018年6⽉ GMOアドマーケティング株式会社 転職 

2020年2⽉ 独⽴（屋号：Thinking Design Lab） 

2022年5⽉ 茨城県⼤洗町 委託型地域おこし協⼒隊 着任

＜経歴＞
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Works

Work 
Design

Local 
Design

Social 
Design

時間と場所にとらわれない 

働き⽅の推進

地域との関わり⽅と 

豊かな暮らし⽅の推進

地域の魅⼒発掘と 

地域課題の解決の推進

プランニング（企画‧編集） 

コーディネート（調整‧整理） 

ファシリテーション（進⾏‧運営） 

リサーチ（調査‧分析） 

ライティング（記事‧レポート）  ..etc

個⼈と社会の接点と循環をつくる

＜活動領域＞ ＜得意スキル＞

内閣府：地⽅創⽣テレワーク 

四国経済産業局：オープンファクトリー 

観光庁：観光⼈材育成プログラム 

⼭⼝県：やまぐち創⽣テレワーク 

愛知県：離島ワーケーション 

愛媛県松⼭市：デュアルワーク ..etc

＜実績 ※官公庁案件＞
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⼤洗町との出会いから地域おこし協⼒隊着任まで

▶プログラム参加中に町役場の職員の⽅から地域おこし協⼒隊に誘っていただく。

⼤洗町で開催された 

まちづくりプログラムに応募

プログラムに参加した3名で 

⼤洗クエストを結成

⼤洗キャンプ場で 

体験型イベントを開催

2021年12⽉ 2022年1⽉ 2023年3⽉

▶神奈川の住まいも残したまま、時間と場所に縛られないフリーランスでの働き⽅を 

 継続できる契約形態だったので、チャレンジしてみようと決意。
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地域おこし協⼒隊としての活動内容

着任後、町役場と相談の上で、国の地⽅創⽣政策における「まち‧ひと‧しごと創⽣総 

合戦略」（2020）の基本⽬標2にあたる「地⽅とのつながりを築き、地⽅への新しいひ 

との流れをつくる」を中⼼とした活動を町内外で実施することに。

移住定住の推進関係⼈⼝の創出地域の魅⼒発掘‧発信

‧まち歩きイベント 

‧まち歩きマップ 

‧ふるさと納税の出店事業者紹介 

‧事業者の新商品企画

‧ワーケーションプログラム 

‧地域課題解決プログラム 

‧⼤学連携（⽟川⼤学） 

‧いばらき企画編集ゼミ（茨城県）

‧いばらきどまんなかライフ（いば 

らき県央地域移住‧定住促進協議会） 

‧いばらき暮らしセミナー（茨城県） 

‧⼆地域居住体験プログラム

..etc ..etc ..etc



地域との関わりへの想い

現
状
-
地
域
.
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関
/
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強

弱

弱 強

交流⼈⼝

定住⼈⼝

主に観光等で訪れる⼈

その地域に住む⼈

その地域にルーツがある⼈

関係⼈⼝
何かしら関わりがある⼈

定期的に⾏き来をする⼈ 地域づくりに関わる⼈

※総務省：関係⼈⼝ポータルサイト（https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/about/index.html）の図を参考に萬⾥⼩路にて作成
6

参考：関係⼈⼝とは？



令和6年度の活動
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令和6年度の活動①⼤学連携による関係⼈⼝創出

⽟川⼤学観光学部‧鎌⽥伸尚教授と連携し、科⽬名「地域⽂化論」にて、⼤洗町を題材に 

した講義やグループワーク、現地フィールドワーク、研究論⽂制作を実施。

茨城県や⼤洗町の職員や事業者に町の魅⼒や取り組みを学⽣に伝 

えてもらうゲスト講義を全10コマ⾏い、⼤洗町の⼆地域居住の推 

進に関するグループワークと発表‧講評を全4コマにて⾏った。

講義終了後には学⽣が町を訪問しフィールドワークを⾏った。さ 

らに鎌⽥教授とゲスト講師の⾥海邸‧⽯井代表と共同で⼤洗の地 

域⽂化を観光地形成論という学問から研究論⽂を制作した。
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令和6年度の活動②⼆地域居住体験ツアーの開催

⾃⾝も当事者であり、過去2年間の移住の推進を通してニーズが顕在化してきた、普段住ん 

で地域ともう⼀つ別の地域に暮らしを持つ「⼆地域居住」の現地体験ツアーを開催。

2024年10⽉〜11⽉の秋と2025年3⽉〜4⽉の春シーズンにて2泊3⽇の 

居住体験で募集したところ、応募総数33組となった。オンラインでの 

ヒアリングを経て、最終的に5組11名に参加いただくことになった。

参加者は東京都、神奈川県、千葉県、埼⽟県の⾸都圏在住者で、 

ご夫婦や⼦供連れのファミリー、お⼀⼈などいろんな層の⽅々に 

参加をいただき、⼤洗の暮らしを体感‧体験していただいた。

（リンク先①） 

プレスリリース

（リンク先②） 

イメージ動画

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000009.000105946.html
https://youtu.be/A1Ejb66BL9s?si=n10NyjOhGlP7K2NA
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令和6年度の活動③⼆地域居住webサイト‧ノベルティの制作

⼆地域居住の広報施策として、居住体験ツアーの募集やレポート記事、動画などのコン 

テンツを掲載したwebサイトとサイトへの誘導も⼊れたノベルティ（栞）を制作。

大洗町イメージキャラクターアライッペ

暮らす

大洗二拠点居住

DooR to Oarai DooR to Oarai DooR to Oarai DooR to Oarai

関 わる

大洗二拠点居住

歩   む

大洗二拠点居住

整える

大洗二拠点居住

Webサイトのトーンは⼤洗町のイメージカラーである紺や⻘、砂浜や海の反射の⾦⾊を軸に、⾸都圏からアクセスしや 

すいことを伝えるため、ドアをモチーフにした。おすすめの過ごし⽅などのコンテンツもサイト内で掲載している。 （リンク先）webサイト

ノベルティ（栞）のデザイン

https://oaraiduallife.studio.site
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令和6年度の活動④いばらき暮らしセミナーへの登壇

東京‧有楽町のふるさと回帰⽀援センターにて開催された茨城県主催のイベントで、茨城 

への移住や暮らしに関⼼のある参加者向けに、⼤洗町の魅⼒を紹介。

移住者ゲストとして、2022年に⼤洗町に移住し、別

荘サブスクサービス「OURoom」を展開する葦原さ
んに、前半は移住のきっかけや⼤洗での暮らし⽅、お

気に⼊りの場所‧お店、地域の⼈との関わり⽅を聞い

た。後半は参加者15名程度と交流しながら、⼤洗で

の暮らし⽅のイメージを深め、⼤洗の暮らし情報を載
せたミニガイドブックを配布した。
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令和6年度の活動⑤いばらきどまんなかライフ

県央9市町村（⽔⼾市、笠間市、ひたちなか市、那珂市、⼩美⽟市、茨城町、⼤洗町、城⾥ 

町、東海村）にて構成されるいばらき県央地域移住‧定住促進協議会で移住定住を促進。

東京国際フォーラムで開催したふる 

さと回帰フェア来場者の相談対応。
茨城県出⾝＆在住の学⽣向けの定住‧ 

UJターン促進事業のイベントに登壇。
9市町村に約2週間滞在し、働くと暮らすを体験するふ 

るさとワーキングホリデー参加者をコーディネート。
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令和6年度の活動⑥事業者の新商品企画

協⼒隊1年⽬（令和4年度）に企画運営したまちづくりプログラムに参加したカジマさんと 

町外在住の社会⼈4名による新商品企画が約2年の⽉⽇を経て、2024年11⽉にリリース。

①プログラム参加者4名との企画会議 

（2023年1⽉〜2⽉）

②企画したクリームコロッケの試⾷会 

（2023年3⽉）

③あんこう祭で限定販売＆アンケート調査 

（2023年11⽉）

④商品化に向けて研究‧改良が続く 

（2024年1⽉以降）

⑤ずわいがにたっぷりクリームコロッケ極 

として商品化が決定（2024年11⽉発売）

プログラム参加から新商品リリース 

までご⼀緒した梶間千萩さん

（リンク先①）新商品 

発売時のプレスリリース

（リンク先②）新商品発売時の 

⽔⼾経済新聞の取材記事

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000010.000105946.html
https://mito.keizai.biz/headline/2569/


3年間の主な制作物
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3年間の主な制作物①webサイト

⼤洗クエスト（地域づくり団体のサイト） DooR to Oarai（⼤洗町⼆地域居住サイト）

https://owaraiquest.studio.site/ https://oaraiduallife.studio.site/

https://owaraiquest.studio.site/
https://oaraiduallife.studio.site/


https://furusato-oarai.jp/producer/
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3年間の主な制作物②記事

⼤洗町ふるさと納税｜⽣産者紹介

https://warp.city/posts/chG_HsmuAyPBVSmUcWazW

ワープシティ｜地域おこし協⼒隊活動紹介

https://furusato-oarai.jp/producer/
https://warp.city/posts/c3G_HsmuAyPBVSmUcWazW
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3年間の主な制作物③動画

https://www.youtube.com/@owaraiquest/videos

⼤洗うみまち歩き

まちづくりプログラム（イベント）

⼤洗うみまちワーケーション

うみまちひろば

うみまち⼆拠点居住

まちづくりプログラム（参加者の声）

https://www.youtube.com/@owaraiquest/videos


18

3年間の主な制作物④冊⼦

集まる
meet
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Take Free

Owarai Quest MAPは「茨城県
大洗町の魅力をいろんな視点から
伝えたい！」という有志メンバーが
企画・編集するパンフレットです。

大洗を図解する

MAP

商店街の老舗や山側にある
お寺に立ち寄ろう

大洗町の商店街を中心に巡り、町の移り変わりや人の想いに触れるコース。
町の日常に触れて自分の日常を振り返ることで、新しい発見に出会えるはず！

シンボリックコース
大洗町のシンボルとなる観光スポットを巡り、五感をフルに活用するコース。
自分の感性で景色などを写真に残していくことで、大切な思い出になるはず！

マインドフルネスコース
大洗町の開放感あふれる自然の中を巡り、心と体をリフレッシュするコース。
自然と一体となる感覚を感じたら、今この瞬間の気持ちに集中できるはず！

異国船を見張った高台と 6基の古墳

大洗サンビーチ

大洗海岸
Ume Sonare oarai

1830年創業の「吉田屋」が展開する
Ume Sonare oarai にて梅づくり
を体験してみよう

1830年創業の梅専門店

MAPの色分け表

シンボリックコース

マインドフルネスコースマインドフルネスコースマインドフルネスコース

ヒストリカルコース

大洗駅裏の涸沼川沿いにある公園

名前の通り、春には桜が咲き
誇る大洗の自然スポット。
夕日がを眺めながら 1日の
振り返りをしてみるのが
おすすめ。

大洗磯前神社から約 1.2km
の歴史スポット。
幕末・明治期の歴史に触れて
未来を想像してみるのを
おすすめ。

桜道公園

松林に囲まれた高台にある博物館

幕末と明治の博物館

隠れまち歩きスポット

大洗駅となりの観光拠点

海水浴に大人気なスポット
大洗サンビーチ

大洗磯前神社
856年創設の海が見える神社

●大洗ゴルフクラブ

大洗海岸
日本の白砂青松百選

神磯の鳥居
神様が降り立ったと伝わる場所

大正時代から食べ続けられている
「みつだんご」を味わってみよう

弥生時代頃から造られた古墳群と江戸時代
に異国船を見張った高台から大洗の歴史に
触れてみよう

昔大洗の町中を走っていた
水浜線の旧軌道敷から当時
のまちを想像してみよう

大洗に関する情報を集めて
まち歩きのイメージを膨らませてみよう

シンボリックコース・スタート

大洗クエストがおすすめする３つのコース

うみまち歩きMAP
３つのコースからウェルビーイングを見つける

大洗クエスト

大
洗

ヒストリカルコース

大洗をまち歩きしてみての感想、歩く中で見つけた魅力やウェルビーイングなどを
左の二次元コードを読み取ってフォームに記載していただけたら嬉しいです！

うみまちテラス

永
町
商
店
街

曲が
り松

商店
街

大洗の名物「みつだんご」

大洗の名産がずらり

味の店たかはし

大洗まいわい市場
駅前海岸線
ポケットパーク

きら
めき

通り

髭
釜
商
店
街

サ
ン
ビ
ー
チ
通
り

松が並ぶ心地よい道
サンビーチ通り

憩いの芝生広場

カジキミュージアム

海の幸を味わえる食堂

大洗町卸売市場

〜大洗の「観光」をめぐる〜

港中央公園

〜大洗の「自然」を感じる〜

〜大洗の「移ろい」に触れる〜

大洗磯前神社
・神磯の鳥居

ようこそ大洗町へ
大洗駅

桜道公園

工場見学やギャラリーが楽しい
めんたいパーク大洗B神社コース

高さ 60m大洗のシンボル
大洗マリンタワー

（シーサイドステーション内）

ume cafe WAON
●

海防陣屋跡・磯浜古墳群

展望室から 360度見渡して
まちの特性や特徴を見つけてみよう

たくさんある茨城や大洗の食・
特産品・土産物を探してみよう

工場を見学をして、目印の
オブジェと記念撮影をしよう

市場付近にある食堂で
海の幸を味わってみよう

おすすめは浜焼き 人に見せたくなるフォトジェニック
な一枚を撮ってみよう

広い芝生の公園でくつろいでみよう
ヨガや読書・ピクニックもおすすめ

約2.5kmに渡る松林の並木道を
深呼吸しながら歩いてみよう

大洗を代表するパワースポットで
心身を癒そう (波の音に注目 )

浜を裸足で歩いてみたり
海に向かって瞑想やヨガをしてみよう

1985年に開設した大洗町の
玄関口からきらめき通りを
歩いてみよう

ヒストリカルコース・スタート

ヒストリカルコース・ゴール

快水浴場百選に選定された広大な
ビーチや遊歩道を歩いてみよう

●

マインドフルネスコース・スタート

日帰り天然温泉 潮騒の湯

太平洋を一望できる露天風呂に
入って１日を振り返ってみよう

マインドフルネスコースA・ゴール

潮騒の湯

マインドフルネスコースB・ゴール

①

㮙
㯒
㯑
㮴
㰐
㰳
㰃

大
洗
㯑
㮗
㯢
㮗
市
場

大
洗
町
卸
売
市
場

大
洗
磯
前
神
社

㭽

    

㱁
神
磯
㯁
鳥
居

㬶 㬷 㬸 㬹 㬺 㬻

㬸 㬹Aリゾートコース

㬸 㬹

㬶

㬻

㬸

㬹

㬺

㬷

②

③

④

⑤

シンボリックコース・ゴール⑥

㬶

㬷

㬸

㬹

㬸

㬹

大
洗
駅

味
㯁
店
㮲
㮞
㯂
㮪

海
防
陣
屋
跡

㭽
㭽

㱁
磯
浜
古
墳
群

㬶 㬷 㬸 㬹 㬺 㬻

港
中
央
公
園

㬶 㬷

曲
㮟
㯝
松
商
店
街

大
洗
海
岸
通
り

祝
町
い
さ
さ
か
り
ん
り
ん
通
り

●
幕末と明治の博物館

磯
浜
さ
く
ら
坂
通
り

ようこそ通り

7
m
G 

5
o
P
a
r
G

1
a
r
a
i

※毎月第３水曜定休（祝日の場合翌週木曜）

※事前予約制・水曜定休

※火曜定休

※お店ごとに定休日が異なります

N

S
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3年間の主な制作物⑤バナー‧チラシ

洗４×かに・しらす 調査大作戦

「洗４」とは・・大洗クエスト主催の「Create Owarai -地域共創型まちづくりプログラム-」に参加し
た「大洗を変える4人のメンバー」で、商工感謝祭＆大洗あんこう祭に出店する「惣菜店かじま」さん・
「にんべんいち」さんと一緒に、新たな特産品開発・PRを考えるチームなのである。 
活動開始から10か月・・ついにかじまさんから「カニたっぷりカニクリームコロッケ」が誕生！そして、
メンバー全員が絶賛するにんべんいちさんの「しらす丼」！各ブースでぜひ食べてみてください！

いますぐ食べたい、そんなあなた！

お土産も買って帰りたい、そんなあなた！

かじまブース にんべんいちブース

惣菜店かじま にんべんいち工場直営店

お総菜・お弁当・オードブル
そして、80年の歴史を持つカ
ニの加工工場直販 
ズワイガニやタラバガ二もご
購入できます！

カニのかじまならでは！ふんだんにカ
ニを使ったリッチでプレミアムなカニ
たっぷり「クリーム」コロッケが誕生
しました！ぜひ食べに来てください！

惣菜店かじま店長 

梶間千萩
にんべんいち代表 

坂本貴英

シラスの食べ方は十人十色です。添加
物を一切使わず、魚本来の旨味を引き
出したにんべんいちの旬のシラスを召
し上がってください！

冷凍生しらす、たたみいわし
や釜揚げしらす、ちりめん山
椒に至る、しらす製品全般を
製造する「大洗しらす職人」
のしらすをぜひどうぞ！

ホームページ Instagram X ホームページ

大洗クエストブースにて両店舗で使用可能な割引クーポンを配布中！



20

3年間の主な制作物⑥プレスリリース

https://prtimes.jp/main/action.php?run=html&page=searchkey&search_word=Owarai+Quest

https://prtimes.jp/main/action.php?run=html&page=searchkey&search_word=Owarai+Quest


21

3年間の主な制作物⑦論⽂

地域⽂化教育による関係⼈⼝作り 

―茨城県⼤洗町の取り組みを通じて― 

（⽟川⼤学｜紀要論⽂）

茨城県⼤洗町の観光地形成について 

―地域⽂化の発展と観光地の形成‧発展過程— 

（⽟川⼤学｜紀要論⽂）

https://tamagawa.repo.nii.ac.jp/records/�ÄÄÄÅ�Çhttps://tamagawa.repo.nii.ac.jp/records/�ÄÄÄ�ÉÅ

https://tamagawa.repo.nii.ac.jp/records/2000429
https://tamagawa.repo.nii.ac.jp/records/2000284


3年間の成果と課題
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3年間の活動サマリー
4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

令 
和 
Í 
年 
度

令 
和 
Î 
年 
度

令 
和 
Ï 
年 
度

⼆地域居住体験ツアー① 

@町内

事業者の新商品 

企画（リリース）

まちづくりプログラム@町内

⼤学連携（講義） 

@⽟川⼤学

ふるさと納税の出店事業者紹介 

（インタビュー‧記事制作）

いばらき暮らし 

セミナー@都内

まち歩きイベント① 

@町内

まち歩きイベント② 

@町内

⼤学連携（講義‧発表）@⽟川⼤学＆茨城⼤学

ワーケーション 

プログラム@町内

まち歩きマップ制作

いばらき県央地域移住‧定住促進協議会 

ワーキンググループ｜移住‧交流フェア｜メタバースイベント｜移住体験ツアー

⼤学連携（講義‧ワーク‧発表‧現地フィールドワーク） 

@⽟川⼤学

場づくりイベント 

@町内

まち歩きイベント 

@町内

いばらき企画編集ゼミ 

セミナー@都内

ワーケーション 

プログラム@町内

Local Good Ibaraki 

（マルシェ）@都内

⼤学連携（実践論⽂制作）

あんこう祭 

出展

いばらき県央地域移住‧定住促進協議会 

ワーキンググループ｜移住‧交流フェア｜ふるさとワーキングホリデー

いばらき企画編集ゼミ 

 イベント@都内

まち歩きマップ制作

⼤学連携（講義‧ワーク‧発表） 

@⽟川⼤学

いばらき暮らし 

セミナー@都内

⼆地域居住 

Webサイト＆ノベルティ制作

⼆地域居住体験ツアー② 

@町内

いばらき県央地域移住‧定住促進協議会 

ワーキンググループ｜ふるさとワーキングホリデー｜ふるさと回帰フェア｜学⽣定住‧UJターン促進イベント（さがすいばらき）

⼤学連携（研究論⽂制作） ⼆地域居住コンテンツ制作

活動⽅針策定 

⼤学連携企画

活動⽅針策定 

⼤学連携企画

イベント企画‧プログラム企画

⼆地域居住体験ツアー企画

イベント企画 

プログラム企画

⼤学連携企画

いばらき企画編集ゼミ 

ZINE制作

活動⽅針策定 

イベント企画

⼤学連携企画

⼤洗クエスト 

Webサイト制作
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3年間の成果（定量⾯）

webサイト制作：2サイト 

記事制作：38本 
※イベント‧プログラムの参加募集 

 記事、イベント‧プログラムの事 

 後レポート記事、取材記事の総数 

動画制作：10本 

冊⼦制作：3冊 
※まち歩きマップ2冊、ZINEz冊 

論⽂制作：2本 
※⽟川⼤学紀要論⽂2本 

イベント企画数：5件 
※まち歩き3件、場づくり1件、あん 

こう祭出展1件 

プログラム企画数：6件 
※ワーケーション2件、まちづくり 

 プログラム2件、居住体験2件

コンテンツ軸 PR軸

プレスリリース配信：10本 

（上記のうち）webメディア 
への転載数：延べ204サイト 
※PRTimesより参照 

メディア取材：15件 
※⽔⼾経済新聞2件、LuckyFM{件 

 LivhubÖ件、複住スタイル1件、 

 LIFULL HOME'S PRESSz件、 

 SMOUT移住研究所1件、ワープ 

 シティ1件、東京都⽴⼤学都市政 

 策学科杉原ゼミ⽣卒論1件

イベント登壇：7回 
※いばらき暮らしセミナー2回、メ 

 タバースイベント1回、いばらき 

 企画編集ゼミ1回、さがすいばら 

 きイベント1回、東海村Tプロジェ 

 クトイベント1回、⼟浦第3中学校 

 校外学習1回 

学術機関での登壇：6講義 
※⽟川⼤学5講義（1年次セミナー2 

 講義、地域⽂化論3講義）、茨城 

 ⼤学1講義（プレゼン‧スタ

ディ）

登壇軸 関係軸

イベント‧プログラムの参
加⼈数：1,000名以上 
※活動範囲は町内外で、イベント 

 ブース⽴ち寄りのみ、プログラム 

 参加者が企画したイベントの参加 

 者、⼤学講義の受講⽣等を含む 

現地ガイドした⼈数：88名 
※町内プログラム参加33名、茨城 

 県‧県央のプログラム参加8名、 

 ⼤学⽣9名、中学⽣30名、その他 

 （他⾃治体職員‧⺠間企業等）8名 

取材した町内事業者：10名 
※ふるさと納税出品事業者8名、移 

 住者2名 

連携した学術機関：2⼤学 
※⽟川⼤学観光学部‧鎌⽥伸尚教授 

 茨城⼤学⼈⽂社会科学部‧⻄野由 

 希⼦教授
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3年間の成果（定性⾯）

まちのスポットだけでなく 

⼈の魅⼒を最⼤限に引き出す

イベント‧プログラムへの 

参加から関係⼈⼝が⽣まれる

移住促進の活動を通じて 

⼆地域居住のニーズが顕在化

⼤洗町で活動する⼈の想いに迫り、町外に住む⼈ 

との交流促進や関係深化を中⼼としたイベント‧ 

プログラムの企画運営と情報発信をしてきた。

参加者の中には事業者の顧客になったり、事業者 

の仕事に副業で携わったり、週末に⼤洗で⼆拠点 

⽣活やボランティアを始める⼈たちが⽣まれた。

都市圏にはない⾃然環境や保養地としての⽂化 

がある⼤洗は新しいライフスタイルとして注⽬ 

される⼆地域居住と親和性が⾼いと思われる。
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3年間の活動を通して⾒えた課題

関係⼈⼝がもたらす 

まちへのインパクトの可視化
出会いのきっかけづくりから 

持続可能な関係づくりへ

⼆地域居住の希望者を受け 

⼊れる住居や制度等の整備

協⼒隊3年間の活動を⼀⾔でまとめると「出会い 

のきっかけづくり」であったが、その後も継続し 

てまちと関わることが関係⼈⼝の本質であり、今 

後は関係づくりに対する取り組みが求められる。

3年間の活動を通じて、事業者の新商品がリリース 

するなど、関係⼈⼝による効果‧影響があったが、 

まち全体で実感するレベルには⾄っておらず、今 

後は広報活動含め、効果の可視化が求められる。

⼆地域居住はここ数年、国の促進法施⾏やふるさと 

住⺠登録制度の提案、⺠間企業の居住サービスの拡 

⼤しており、今後は空き家等の利活⽤、居住者への 

補助⾦など、⾃治体の施策‧⽀援が求められる。
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おまけ（プライベート）

協⼒隊2年⽬（2023年）に娘が誕⽣し、家族3⼈で⼤洗の暮らしを堪能しました！

⼣⽅の涸沼川沿いをよく散歩してました。 神奈川との⾏き来は電⾞でしてました。

町⺠の⽅々にかわいがっていただきました。

ふれあいセンターきらきらでよく遊びました。

⾃然との触れ合いを楽しんでました。町内のイベントにも⼀緒に参加してました。



今後の展望と活動
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今後の展望
⼤洗 → 茨城＋α外 → ⼤洗＋α

⼤洗

茨城

⼤洗

⼤洗 
＋α

外

①外から⼤洗に関わるきっかけと関係づくり 

②⾃⾝の外での活動で得た経験‧知⾒を活かす 

▶＋αは⼤洗の特有性の探求とアプローチ

①⼤洗以外の地域やそこで活動する⼈と連携する 

②⼤洗での活動で得た経験‧知⾒を外に発信する 

▶＋αは共創活動を通じた社会的インパクトの創出

‧デュアルワーク 
‧デュアルライフ 
‧デュアルスクール 
‧デュアルコミュニティ 
             ..etc

デュアルな地域づくり
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今後の活動

⼀般社団法⼈を設⽴ 

地域創⽣事業を展開
⼤洗町での活動は 

⼆地域居住の推進を軸に

外部⼈材の誘致から 

協働のまちづくりを

⾃⾝も実践者であり、3年間の活動でニーズの⾼ま 

りを感じている⼆地域居住に注⼒する。現地での 

居住体験プログラムを軸に、空き家等の利活⽤や 

居住者への補助⾦等の施策も⾃治体に提⾔する。

国が推進する地域おこし協⼒隊や地域活性化起業⼈ 

等の制度を活⽤し、町外から専⾨的なスキルや知⾒ 

を持つ外部⼈材を誘致する。⾃⾝が推進する⼆地域 

居住も含め、町と連携したまちづくり活動を⾏う。

⼤洗に関わるきっかけになったプログラムで出会っ 

たメンバーで結成した⼤洗クエストを法⼈化する。 

主に関わる‧暮らす‧働く‧学ぶ‧旅するの5領域 

で地域創⽣事業を展開し、まちづくり活動を⾏う。



2025年4⽉にて協⼒隊活動の任期が終了となりました。任期中にご⼀緒させていただいた⼤洗町の皆さまに感謝を申し上げます。2022年1⽉に

参加したまちづくりプログラムがきっかけとなり、その後、2022年5⽉に⼤洗町の地域おこし協⼒隊に着任しました。町役場の皆さまにいろい

ろサポートいただき、⼤洗町以外の地域に住みながら地域づくりに関わる「関係⼈⼝」の創出を軸に、3年間町内外で活動をしてきました。 

これらの活動を通じて出会った⽅々が結果的に、週末に定期的に町を訪問するようになったり、⼀緒にまちづくりを⾏う仲間になったり、⼤洗

で⼆拠点⽣活や副業をはじめてみたり、事業者が開発した新商品のPRやwebサイトの制作に携わったりと、⼤洗町と様々な関わりを持つ成果
が⽣まれたことが嬉しく思います。このような多様なカタチで地域と関わる⼈を「関係⼈⼝」といいます。 

⽇本全体の⼤きな課題であり、⼤洗町も進む⼈⼝減少、それに伴う労働⼒や担い⼿不⾜の課題の解決策の⼀つに「関係⼈⼝」は今後、ますます

注⽬が集まると思います。そして、⼀⼈ひとりが普段の⽣活や仕事にもう⼀つ、⾃⾝が⾃然体に楽しめて、新たな⼈との出会いや学びの機会に

なったりする「何か」を持つことが関係⼈⼝の本質なんだと思います。 

それが例えば、町のイベントに参加すること、事業者の活動にボランティアで参加すること、旅をしながら町に滞在して仕事（テレワーク）を

すること、地域の仕事を副業でしてみること、⼦供を⾃然豊かな環境で遊ばせてみること、週末だけ普段とは違う場所で暮らすことなどです。 

そのような楽しみ⽅や関わり⽅、暮らし⽅ができる魅⼒やポテンシャルが⼤洗町にはたくさんあると、3年間の活動を通じて実感しました。特
に、⼤洗町に元々ある⽂化や⾵⼟、⾃然環境を知れば知るほど、そこに居れば居るほど、その特有性に気がつくことができます。また、町で事

業を営む⼈たちの想いを聞けば聞くほど、町への愛着を感じることができます。 

地域おこし協⼒隊としての活動は終了となりますが、3年間築いてきた⼤洗町との関係を⼤切にし、引き続き、⼈と⼈、⼈ともの、⼈と場、⼈

と事などをつなぐコーディネーターとして、⼤洗の持続可能なまちづくりに貢献していきたいと思います。ですので、「お世話になりまし

た！」というお別れの⾔葉ではなく、「これからもよろしくお願いします！」という関わりの⾔葉で締めさせていただきます。
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おわりに



萬⾥⼩路 忠昭｜Tadaaki Madenokoji
Mail：tadaaki.madenokoji@gmail.com 
Facebook：https://www.facebook.com/madenokoji.tadaaki

Contact

mailto:tadaaki.madenokoji@gmail.com
https://www.facebook.com/madenokoji.tadaaki

